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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  内部に複数の光源が配置されたサイドライト
型バックライトユニットを採用する液晶表示装置におい
て、他の光源からの輻射熱により各光源の温度が上昇
し、各光源の輝度が低下するのを防止する。
【解決手段】  一対の基板と、当該一対の基板間に狭持
される液晶とを有する液晶表示素子と、前記液晶表示素
子の表示面と反対の側に配置されるバックライトユニッ
トとを具備する液晶表示装置であって、前記バックライ
トユニットは、導光体と、前記導光体の少なくとも１つ
の側面に、前記液晶表示素子の表示面に直交する方向に
複数配置されるとともに、前記液晶表示素子に照射光を
照射する複数の光源と、前記各光源を覆うとともに、前
記各光源間に配置される遮蔽手段を有する反射部材と、
前記導光体と、前記複数の光源と、前記反射部材とを収
納する収納部材とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  一対の基板と、当該一対の基板間に狭持
される液晶とを有する液晶表示素子と、
前記液晶表示素子の表示面と反対の側に配置されるバッ
クライトユニットとを具備する液晶表示装置であって、
前記バックライトユニットは、導光体と、
前記導光体の少なくとも１つの側面に、前記液晶表示素
子の表示面からの距離が互いに異なる位置に複数配置さ
れるとともに、前記液晶表示素子に照射光を照射する複
数の光源と、
前記複数の光源を覆うとともに、前記複数の光源の各光
源間に配置される遮蔽手段を有する反射部材と、
前記導光体と、前記複数の光源と、前記反射部材とを収
納する収納部材とを備えることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】  前記複数の光源は、前記導光体の相対向
する２つの側面のそれぞれに配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記反射部材および前記遮蔽手段は、前
記各光源と対向する面が反射面とされていることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記反射部材および前記遮蔽手段は、金
属で構成されることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記収納部材は、一部が金属で構成さ
れ、
前記反射部材は、前記収納部材の前記金属部と熱的に接
続されていることを特徴とする請求項４に記載の液晶表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、パーソナルコンピ
ュータ、ワークステーション等に用いられる液晶表示装
置に係わり、特に、液晶表示装置に用いられるサイドラ
イト型バックライトユニットに適用して有効な技術に関
する。
【０００２】
【従来の技術】ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）方
式、あるいはＴＦＴ（Thin Film Transistor）の液晶表
示モジュールは、ノート型パーソナルコンピュータ等の
表示装置として広く使用されている。これらの液晶表示
モジュールは、周囲にドレインドライバおよびゲートド
ライバが配置された液晶表示パネルと、当該液晶表示パ
ネルを照射するバックライトユニットとで構成される。
このバックライトユニットは、サイドライト型のバック
ライトユニットと、直下型のバックライトユニットに大
別される。ノート型パソコンの表示装置として使用され
る液晶表示モジュールの場合は、主にサイドライト型の
バックライトユニットが採用されている。このサイドラ
イト型のバックライトユニットは、モールド内に、例え
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ば、光源から照射される光を、光源から離れた方へ導
き、液晶表示パネル全体に光を均一に照射するための導
光体と、導光体の側面近傍に、導光体の側面に沿って当
該側面と平行に配置される線状光源である冷陰極蛍光灯
と、導光体上に配置される光学シート（例えば、２枚の
拡散シート、および、２枚のプリズムシート）と、導光
体の下側に延長配置される反射シートとが収納されて構
成される。なお、このような技術は、例えば、特公昭６
０－１９４７４号公報、実開平４－２２７８０号公報に
記載されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、液晶表示モジュ
ールは大型化、大画面化され、モニタ用の表示装置とし
ても使用されている。このような大型、大画面のモニタ
用液晶表示モジュールであって、サイドライト型バック
ライトユニットを採用する液晶表示モジュールにおい
て、輝度を向上させるために、２本の冷陰極蛍光灯を使
用するものが知られている。しかしながら、内部に２本
の冷陰極蛍光灯が配置されたサイドライト型バックライ
トユニットでは、導光体の側面の、狭い空間内に２本の
冷陰極蛍光灯が近接して配置される。そのため、各冷陰
極蛍光灯が他方の冷陰極蛍光灯の直接光により照射さ
れ、その輻射熱により、各冷陰極蛍光灯の温度が上昇す
ることになる。
【０００４】一般に、図６に示すように、冷陰極蛍光灯
は、効率が最大となる温度（最大輝度が得られる温度）
があり、それより高温になると、効率が急激に低下し、
輝度が低下する。そのため、内部に２本の冷陰極蛍光灯
が配置されたサイドライト型バックライトユニットで
は、前述した理由により、各冷陰極蛍光灯の温度が上昇
し、各冷陰極蛍光灯の輝度が低下するという問題点があ
った。本発明は、前記従来技術の問題点を解決するため
になされたものであり、本発明の目的は、内部に複数の
光源が配置されたサイドライト型バックライトユニット
を採用する液晶表示装置において、他の光源からの輻射
熱により各冷陰極蛍光灯の温度が上昇し、各光源の輝度
が低下するのを防止することが可能となる技術を提供す
ることにある。本発明の前記ならびにその他の目的と新
規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によって明ら
かにする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
下記の通りである。即ち、本発明は、一対の基板と、当
該一対の基板間に狭持される液晶とを有する液晶表示素
子と、前記液晶表示素子の表示面と反対の側に配置され
るバックライトユニットとを具備する液晶表示装置であ
って、前記バックライトユニットは、導光体と、前記導
光体の少なくとも１つの側面に、前記液晶表示素子の表
示面からの距離が互いに異なる位置に複数配置されると
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ともに、前記液晶表示素子に照射光を照射する複数の光
源と、前記複数の光源を覆うとともに、前記複数の光源
の各光源間に配置される遮蔽手段を有する反射部材と、
前記導光体と、前記複数の光源と、前記反射部材とを収
納する収納部材とを備えることを特徴とする。
【０００６】本発明の好ましい実施の形態では、前記複
数の光源は、前記導光体の相対向する２つの側面のそれ
ぞれに配置されていることを特徴とする。本発明の好ま
しい実施の形態では、前記反射部材および前記遮蔽手段
は、前記各光源と対向する面が反射面とされていること
を特徴とする。本発明の好ましい実施の形態では、前記
反射部材および前記遮蔽手段は、金属で構成されること
を特徴とする。本発明の好ましい実施の形態では、前記
収納部材は、一部が金属で構成され、前記反射部材は、
前記収納部材の前記金属部と熱的に接続されていること
を特徴とする。
【０００７】前記手段によれば、内部に複数の光源が配
置されたサイドライト型バックライトユニットを採用す
る液晶表示装置において、近接して配置される複数の光
源間に遮蔽手段を備えるようにしたので、他の光源から
の輻射熱により、各光源の発光効率を低下するのを防止
することができ、これにより、各光源の輝度が低下する
のを防止することが可能となる。また、反射板および遮
蔽手段の各光源と対向する面を反射面としたので、各光
源から照射される光を、効率良く導光体に入射させるこ
とが可能となる。また、反射板および遮蔽手段を金属で
構成し、さらに、反射板を収納部材の金属部に熱的に接
続するようにしたので、各光源自身が発する熱を効率良
く放熱できるので、各光源の温度が上昇し、各光源の発
光効率が低下するのを防止することが可能となる。これ
により、液晶表示素子に表示される表示画像の輝度を向
上させることが可能となる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明をＴＦＴ方式の液晶
表示モジュールに適用した実施の形態を図面を参照して
詳細に説明する。なお、実施の形態を説明するための全
図において、同一機能を有するものは同一符号を付け、
その繰り返しの説明は省略する。
［実施の形態１］
［本発明の実施の形態のＴＦＴ方式の液晶表示モジュー
ルの構成］図１は、本発明の実施の形態のＴＦＴ方式の
液晶表示モジュールの概略構成を示す分解斜視図であ
る。本実施の形態の液晶表示モジュールは、金属板から
成る枠状のフレーム１、液晶表示パネル（本発明の液晶
表示素子）２、サイドライト型バックライトユニット３
とから構成される。液晶表示パネル２は、画素電極、薄
膜トランジスタ等が形成されるＴＦＴ基板と、対向電
極、カラーフィルタ等が形成されるフィルタ基板とを、
所定の間隙を隔てて重ね合わせ、該両基板間の周縁部近
傍に枠状に設けたシール材により、両基板を貼り合わせ

4
ると共に、シール材の一部に設けた液晶封入口から両基
板間のシール材の内側に液晶を封入、封止し、さらに、
両基板の外側に偏光板を貼り付けて構成される。ここ
で、ＴＦＴ基板のガラス基板上には、半導体集積回路装
置（ＩＣ）で構成される複数のドレインドライバおよび
ゲートドライバが搭載される。このドレインドライバに
は、フレキシブルプリント配線基板を介して、駆動電
源、表示データおよび制御信号が供給され、ゲートドラ
イバには、フレキシブルプリント配線基板を介して、駆
動電源および制御信号が供給される。これらフレキシブ
ルプリント配線基板は、バックライトユニットの後ろ側
に設けられる駆動回路基板４に接続される。
【０００９】［図１に示すバックライトユニット３の構
成］図２は、図１に示すバックライトユニット３の概略
構成を示す分解斜視図である。図２に示すように、図１
に示すバックライトユニット３は、上拡散シート１１、
２枚のプリズムシート１２、下拡散シート１３、導光体
１４、冷陰極蛍光灯ユニット２０、反射シート１５と
が、図１に示す順序で、表示窓を有し枠状に形成された
モールド１０に嵌め込まれるとともに、このモールド１
０の開口部が、金属板から成る下フレーム１６で覆われ
て構成される。本実施の形態では、冷陰極蛍光灯ユニッ
ト２０は、導光体１４の側面で、相対向する２つの側面
の近傍に配置される。長方形形状の導光体１４は、冷陰
極蛍光灯ユニット２０内の冷陰極蛍光灯から照射される
光を、冷陰極蛍光灯から離れた方へ導き、液晶表示パネ
ル全体に光を均一に照射する。導光体上には、上および
下拡散シート（１１，１３）と、２枚のプリズムシート
（上および下プリズムシート）１２が配置され、導光体
下には、反射シート１５が配置される。
【００１０】［図２に示す冷陰極蛍光灯ユニット２０の
概略構成］図３は、図２に示す冷陰極蛍光灯ユニット２
０の概略構成を示す斜視図である。図３に示すように、
図１に示す冷陰極蛍光灯ユニット２０は、周囲に反射板
２２が配置された２本の冷陰極蛍光灯２１を有する。な
お、この反射板２２は、例えば、アルミニウムなどの金
属、あるいは合成樹脂で構成され、後述するように、２
本の冷陰極蛍光灯２１の間に反射板を備える。また、図
３において、２３はゴムブッシュ、２４はコネクタ、２
５はケーブルである。
【００１１】［本実施の形態の液晶表示モジュールの断
面構造］図４は、本実施の形態の液晶表示モジュールの
概略断面構造を示す断面図である。なお、この図４は、
冷陰極蛍光灯２１と直交する面で切断した時の断面構造
を示し、また、この図４では、上および下拡散シート
（１１，１３）、２枚のプリズムシート（上および下プ
リズムシート）１２、および反射シート１５の図示は省
略している。図４に示すように、２本の冷陰極蛍光灯２
１は、２本の冷陰極蛍光灯２１の間に、遮蔽板３０を有
する反射板２２で覆われている。この反射板２２は、断



(4) 特開２００２－２４４１２８

10

20

30

40

50

5
面形状がほぼＥ字状で、反射板２２および遮蔽板３０内
面は反射面とされ、２本の冷陰極蛍光灯２１をほぼ全長
にわたって覆っている。これにより、導光体１４と異な
る方向に放射された光を無駄なく導光体１４に集光させ
ることができ、液晶表示パネル２に表示される表示画像
の輝度を向上させることが可能となる。
【００１２】［従来の液晶表示モジュールの断面構造］
図５は、従来の液晶表示モジュールの概略断面構造を示
す断面図である。なお、この図５も、冷陰極蛍光灯２１
と直交する面で切断した時の断面構造を示し、また、こ
の図５でも、上および下拡散シート（１１，１３）、２
枚のプリズムシート（上および下プリズムシート）１
２、および反射シート１５の図示は省略している。図５
に示すように、従来の液晶表示モジュールのバックライ
トユニットでは、反射板２２は、２本の冷陰極蛍光灯２
１の間に、反射板３０を備えていない。そのため、「発
明が解決しようとする課題」の欄で述べたように、各冷
陰極蛍光灯２１が他方の冷陰極蛍光灯の直接光により照
射され、その輻射熱により、各冷陰極蛍光灯２１の温度
が上昇し、各冷陰極蛍光灯２１の輝度が低下するという
問題点があった。
【００１３】これに対して、本実施の形態の液晶表示モ
ジュールのバックライトユニット３では、反射板２２
が、２本の冷陰極蛍光灯２１の間に配置される遮蔽板３
０を備える。したがって、本実施の形態では、反射板２
２で覆われた狭い空間内に２本の冷陰極蛍光灯２１を近
接して配置しても、各冷陰極蛍光灯２１が他方の冷陰極
蛍光灯の直接光により照射され、その輻射熱により、各
冷陰極蛍光灯２１の温度が上昇することがないので、各
冷陰極蛍光灯２１の温度が上昇し、各冷陰極蛍光灯２１
の輝度が低下するのを防止することが可能となる。な
お、各冷陰極蛍光灯２１は、前述した輻射熱以外に、各
冷陰極蛍光灯自身が発する熱によっても温度が上昇す
る。
【００１４】この各冷陰極蛍光灯２１が、各冷陰極蛍光
灯自身が発する熱により温度が上昇するのを防止するた
めに、本実施の形態では、反射板２２は、モールド１０
の開口部を覆う下フレーム１６と接触するようにされ
る。即ち、本実施の形態では、反射板２２と下フレーム
１６とは、熱的に接続されているので、各冷陰極蛍光灯
自身が発する熱を、反射板２２と下フレーム１６とを介
して、効率良く放熱することができるので、各冷陰極蛍
光灯自身が発する熱により、各冷陰極蛍光灯２１の温度
が上昇し、各冷陰極蛍光灯２１の輝度が低下するのを防
止することが可能となる。これにより、本実施の形態で
は、液晶表示パネル２に表示される表示画像の輝度を向
上させ、高輝度化することが可能となる。
【００１５】なお、前述の説明では、導光体１４の相対
向する側面に２本の冷陰極蛍光灯２１を配置する場合に
ついて説明したが、本発明はこれに限定されるものでは*
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*なく、液晶表示パネル２の表示面と直交する方向（図４
の矢印Ａの方向）に、３本以上の冷陰極蛍光灯２１を配
置し、各冷陰極蛍光灯２１の間に遮蔽板３０を設けるよ
うにしてもよい。さらに、導光体１４として、冷陰極蛍
光灯２１と対向する面が幅広に形成され、冷陰極蛍光灯
２１から遠ざかる程断面が小さくなる楔形の形状の導光
体を使用し、かつ、導光体１４の幅広の一側面に複数の
冷陰極蛍光灯２１を配置するようにしてもよい。
【００１６】また、１つの側面内に配置されている複数
の冷陰極蛍光灯２１は、必ずしも液晶表示パネル２の表
示面と直交する方向に配置される必要はなく、表示面か
らの距離が互いに異なる位置に配置されていれば、その
水平位置は互いに異なっていてもよい。また、前記各実
施の形態では、本発明をＴＦＴ方式の液晶表示装置に適
用した場合について説明したが、これに限定されるもの
ではなく、本発明は、ＳＴＮ方式の単純マトリクス形液
晶表示装置にも適用可能であることは言うまでもない。
以上、本発明者によってなされた発明を、前記発明の実
施の形態に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記
発明の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨
を逸脱しない範囲において種々変更可能であることは勿
論である。
【００１７】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、下
記のとおりである。本発明によれば、内部に複数の光源
が配置されたサイドライト型バックライトユニットを採
用する液晶表示装置において、他の光源からの輻射熱に
より各光源の温度が上昇し、各光源の輝度が低下するの
を防止することが可能となる。これにより、液晶表示素
子に表示される表示画像の輝度を向上させることが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のＴＦＴ方式の液晶表示モ
ジュールの概略構成を示す分解斜視図である。
【図２】図１に示すバックライトユニットの概略構成を
示す分解斜視図である。
【図３】図２に示す冷陰極蛍光灯ユニットの概略構成を
示す斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態の液晶表示モジュールの概
略断面構造を示す断面図である。
【図５】従来の液晶表示モジュールの概略断面構造を示
す断面図である。
【図６】冷陰極蛍光灯２１の輝度と温度の関係を示すグ
ラフである。
【符号の説明】
１…上フレーム、２…液晶表示パネル、３…サイドライ
ト型バックライトユニット、４…駆動回路基板、１０…
モールド、１１，１３…拡散シート、１２…２枚のプリ
ズムシート、１４…導光体、１５…反射シート、１６…
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下フレーム、２０…冷陰極蛍光灯ユニット、２１…冷陰
極蛍光灯、２２…反射板、２３…ゴムブッシュ、２４…*
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*コネクタ、２５…ケーブル、３０…遮蔽板。

【図１】

【図２】

【図６】
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